
「核兵器のない世界のために 広島・長崎被爆写真展・2012」 

実施要綱 
 

2012 年 2 月 14 日  原水爆禁止日本協議会 
 
広島・長崎に原爆が投下されてから 67 年目の夏を迎えようとしています。いま、内外

で核兵器のない世界を実現しようとの動きが広がっています。2010 年にはニューヨークで

開かれた核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議で、世界中の国々が「核兵器のない世界の平

和と安全を達成する」ことに合意しました。この目標を実現するために多くの国の政府や

自治体、平和団体、市民社会が行動を開始しています。 
4 月 30 日から 5 月 11 日まで、次のＮＰＴ再検討会議（2015 年）にむけた最初の準備委

員会がオーストリアの首都ウィーンで開催されます。このサイクルが文字通り核兵器の全

面禁止を達成するサイクルとなるよう、日本原水協はすべての国の政府と市民社会にただ

ちに行動を起こすようよびかけます。そして、世界で唯一、被爆の体験をもつ国民の運動

としてウィーンの会議場と市内で、広島・長崎の被爆の実相を伝える写真展を開催します。 
また、それに呼応し、全国 47 都道府県でも「被爆写真展」を開催し、さらに全国すべ

ての市町村での開催へと発展させ、地域・住民ぐるみの署名をひろげましょう。 
 
 
１、名  称   

「核兵器のない世界のために 広島・長崎被爆写真展・2012」 

 
２、主催形態   

原水協、被爆者団体、その他幅広い団体との共催を追求します。 
自治体の協力、教育委員会の後援・協賛を得るようにします。 
（自治体要請ヒナ型参照） 

 
３、展示、催しなど 

新「原爆と人間展」パネル（１セット 30 枚）を展示のメインにするようにしま

す。 
同時に、日本原水協がプロモーション用のパネル数枚を作製します。 
会場で、地元の被爆者による被爆体験を語る機会をもちます。 

 
４、宣伝など 

日本原水協のホームページ等で各地の「被爆写真展」の情報を発信します。 
「被爆写真展」の準備にあたっては、世界大会参加者や青年ボランティアの協

力をひろくよびかけましょう。 
 

以上 




